
別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２３年 ２月 ７日

事 業 担 当 課 森林整備課

予防治山事業（馬 越） 補助 県事 業 名 補助・単独の別 事業主体
まこし

刈田郡蔵王町曲竹字馬越地内 県施行地名 管理主体
か つ た ぐ ん ざ お う ま ちまがたけあざ ま こ し

森林法根拠法令

事業目的

当計画地は、宮城県刈田郡蔵王町の町役場に比較的近い場所に位置し，北側には松川（一

級河川）が流れ，それに沿った形で町道が走り，さらに隣接部には豊富な水量を生かした東

北電力曲竹発電所があるなど，民家が少ない区域でありながら比較的往来のある場所となっ

ている。

施工対象箇所は，ここ数年間において度々落石が発生しており，平成１８年１月には１ｍ

程度の石が，平成20年3月には５０cm程度の石が落下している。その後，発生源と思われる箇

所を調査したところ，山腹中央部に厚さ２～４ｍの岩塊を多く含む凝灰角礫岩層及び岩塊混

じり砂質土層があり，この層の母材が風化・浸食し露出した岩塊が落下している状況である

ことから，当区域の森林に対しては土砂流出防備のための公益的機能が期待される。

事業内容

山腹工 0.1ha

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 50 %] [ 50 %] [ － %] [ － %]

0.21億円 － 億円 0.105億円 0.105億円 － 億円 － 億円

事業期間

事 業 期 間 平成２３年度（１年間）

用地買収着手予定年度 平成 － 年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成２３年度

施設管理の予定

県が維持管理を行う。
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上位計画等

治山事業は，森林法に基づく「森林保全整備事業計画」により，豪雨等による山地災害を

防止するとともに，これによる被害を最小限にとどめ地域の安全性の向上に資するため，保

治山施設の設置と機能が低下した保安林の整備等を推進することとしている。

県においても 「治山事業実施方針」により山地災害の復旧及び未然防止に努めることと，

しており，本地区で指定された山地災害危険地区での治山対策を推進している。

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

＊災害発生時の影響

保全対象：公道1,600ｍ，農地等0.2ha，曲竹発電所

＊過去の災害実績

平成１８年１月には１ｍ程度の石が，平成20年3月には５０cm程度の石が落下し，保

全対象に影響を及ぼしている。

○地元情勢、地元の意見

＊地域の協力体制等

・地元自治体による山地防災パトロール等の実施

・土砂流出防備保安林指定地

・山地災害危険地区（山腹崩壊危険地区）指定地

事業効果

○想定される事業効果

山腹工の実施により，荒廃している山腹に存する不安定岩塊を固定し，山地に起因する

災害から直下の保全対象範囲の生命･財産などが保全される。
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関連事業の概要・進捗状況等

特になし。

代替案との比較検討

不安定岩塊の落下を抑制するため，これら抑止機能を高度に発揮する山腹工（特殊配合モ

ルタル吹付工・緑化吹付工及び法切工）を採用している。

なお，本地区の事業計画と同様の治山対策を隣接した山腹において実施しており，その機

能を効果的に発揮している。

コスト縮減計画

現地で発生した支障木を吹付緑化の基盤材に再利用する等，詳細調査結果に応じて積極的

なコスト縮減を検討する。

費用対効果

根拠マニュアル：林野公共事業における事前評価マニュアル （平成２２年３月）

社会的割引率： ４ ％
便益算定期間： ５０ 年
基 準 年：平成２３年

費 建設費 ２０，１９２千円

用 維持管理費

項 総費用 ２０，１９２千円

目 現在価値（Ｃ） ２０，１９２千円

便 水源かん養便益 ６，５６４千円

益 山地保全便益 ２４，３８４千円

項

目 総便益 ３０，９４８千円

現在価値（Ｂ） ３０，９４８千円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １．５３
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地域指定状況等

特になし。

影響と対策

環境への負荷の低減，自然環境の保全等の観点から，現地で発生した支障木を吹付緑化の

基盤材に再利用する等，県産材を積極的に利活用する。

事業箇所評価結果

評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由評点による順 予算化された箇所数
（低順位にもかかわらず予算化された理由）位

予防治山事業 －（新規事業箇所）

３位／７ ６ 箇所

対応方針

事業実施
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（参考資料）

位置図

平面図
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現況写真

※１ （左上）当計画地のほぼ中央に位置する崩壊地の状況。

（右上・下）落石の発生源である山腹中央部に厚さ２～４ｍの岩塊を多く含む凝灰角礫岩層

及び岩塊混じり砂質土層の状況。
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